



























































































































   * 選択教科の１つ。選択教科として、175（週5）時間まで増やすことが可能。
 ** 選択教科の１つで外国語の標準時間数が105～140と明記されているが選択教科として、 

























































第2公用語化」の議論は、2002 年 7 月の遠山敦子文部科学大臣の「『英語が使


































































































浦々で施行される小学校英語の現場で、週1時間とはいえ、常に HRT と ALT（も























































（５）  A．This is newspaper.
　　  B．There is newspaper on the table.
　　  C．Will you pass me the newspaper?
　　  D．I will give you the newspaper.
　　  E．Where is the newspaper?   I am looking for the newspaper.
　　  F．Oh, here is the newspaper.  Oh, I found the newspaper.
　Newspaper の１語では、目の前（Here & Now & You & I）の現象なら対応
できるが、過去や話し手や聞き手を含まない状況では「正確」な伝達は望めな
い。しかし、（5）のような「文」が習得されるなら、「時制」を変えたり、主
語や目的語を変えることで、Here & Now を超えた時空間と登場人物について
「説明、伝達、質疑応答」などが可能である。つまり、同じ（4）D, E, F と対
応するのであっても、時制を変え、人称を３人称（例えば、Mary と John）に
した（6）のような事態に対応できるのである。
（６） D．John gave Mary the newspaper.
　　 E．Mary was looking for the newspaper. 


























A:  小学校英語に対応 B:　中学校以降の英語
コミュニケーション（会話中心） 英語の体系全般（読み書きを含む）
タスク・場面



















校英語では A の表現で許されるかもしれないが、中学校以降の英語では、A の
「省略形」の背後には B の文を用いた表現の存在を認識し、必要に応じて、B




   A（小学校）  B（中学校以降）
 a. What is this?  *Book.  That is a book.
 b.  What color is this?   Red  It's red. 
 c.  How old are you?  Ten.  I am ten years old.
 d.  Can you play tennis? Yes. Yes, I can.   
 e. How many candies are there?  Six （*candy）.  There are six candies. 
 f.  Where are the books?   *Table.  （They are） on the table. 
 g. What color do you like?   Blue.  I like blue. 























して覚えることが可能な慣用表現として挨拶文（How are you? See you. など）















品　詞 英語ノート （423語） 子ども用語彙リスト （455語）
名　詞     79.2%（335語）     58.9%（268語）
動　詞      9.0%（ 38語）     20.9%（ 95語）
形容詞      6.9%（ 29語）     12.3%（ 56語）
副　詞      3.5%（ 15語）      4.8%（ 22語）
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